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４
月
30
日
、
川
崎
市
多
摩

市
民
館
で
行
わ
れ
た
多
摩
区

制
50
周
年
記
念
式
典
に
内
山

恵
太
さ
ん
（
文
４
）
が
参
加

し
た
。
積
極
的
に
地
域
貢
献

活
動
を
行
っ
て
い
る
内
山
さ

ん
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
登
壇
。
大
学
生
の

目
線
か
ら
、
地
域
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
の
楽
し
さ
や
意

義
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
内
山
さ
ん
は
、
ゴ
ミ
拾
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
リ
ー
ン

バ
ー
ド
専
修
大
学
チ
ー
ム
に

立
ち
上
げ
か
ら
参
加
。
ま

た
、
登
戸
駅
前
で
店
と
人
を

つ
な
ぐ
小
さ
な
マ
ル
シ
ェ

「
ち
ょ
い
マ
ル
」
を
運
営
し

て
い
る
。
大
学
生
が
地
域
で

活
動
す
る
上
で
大
切
な
こ
と

と
し
て
、
信
頼
関
係
の
構
築

を
挙
げ
、「
私
は
北

海
道
出
身
で
、
入

学
ま
で
多
摩
区
と

縁
が
な
か
っ
た
。

大
学
生
活
を
送
る

な
か
で
、
た
く
さ

ん
の
地
域
の
方
と

関
わ
り
、『
も
っ

と
多
摩
区
の
こ
と

を
教
え
て
ほ
し

い
』
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
地

域
の
課
題
に
ど
う
寄
り
添
う

か
を
考
え
、
行
動
し
て
き

た
。
今
後
も
多
摩
区
大
好
き

人
間
と
し
て
、
ま
ち
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

地
域
の
方
の
協
力
で

「
ち
ょ
い
マ
ル
」
運
営

　
内
山
さ
ん
が
登
戸
駅
前
に

テ
ン
ト
一
つ
の
小
さ
な
マ
ル

シ
ェ
を
設
け
た
の
は
２
年
次

の
時
。
３
月
に
最
初
の
緊
急

事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
活
気

を
失
っ
た
駅
前
を
「
何
と
か

し
た
い
」と
考
え
た
。「
信
用

も
価
値
も
ゼ
ロ
だ
っ
た
が
、

自
分
の
思
い
を
伝
え
、
協
力

を
お
願
い
し
た
。
地
域
の
方

に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
た

だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
語
る
。

　「
ち
ょ
い
マ
ル
」は
、
毎
月

２
回
（
第
１
、
３
土
曜
日
）

開
催
。
通
学
路
に
あ
る
ベ
ー

グ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
や
、
食
堂

館
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
を
運
営
す
る
富

士
ベ
ー
カ
リ
ー
な
ど
専
大
生

に
な
じ
み
の
飲
食
店
を
は
じ

め
、
多
摩
区
を
中
心
と
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
店
舗
が
出
店
す

る
。「
出
会
い
に
恵
ま
れ
、
多

く
の
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

地
域
活
動
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
。
楽
し
み
な
が

ら
も
誇
り
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
」
と
内
山
さ
ん
。

　
卒
業
後
も
活
動
を
続
け
て

い
く
予
定
で
、「
駅
前
の
再

開
発
な
ど
ま
ち
が
変
化
す
る

な
か
、
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
よ

う
な
こ
と
を
地
域
の
方
と
一

緒
に
模
索
し
て
い
き
た
い
」

と
前
を
見
据
え
て
い
る
。

　
法
学
部
４
年
次
の
長
女
が
入
学
し

て
以
降
、
育
友
会
の
活
動
に
参
加
。

「
当
初
は
大
変
そ
う
だ
と
思
っ
た

が
、
会
員
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換

が
活
発
で
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
。

育
友
会
活
動
の
楽
し
さ
を
一
人
で
も

多
く
の
方
に
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
笑

顔
で
話
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
好
き
で
、
育
友

会
で
は
ス
ポ
ー
ツ
応
援
推
進
委
員
会

に
所
属
。
特
に
野
球
や
ラ
グ
ビ
ー
の

試
合
に
は
親
子
で
熱
心
に
足
を
運
ん

だ
。
初
め
て
観
戦
し
た
水
球
の
試
合

で
は
、
選
手
の
体
格
の
良
さ
と
プ
レ

ー
ス
ピ
ー
ド
に
驚
き
、
大
学
ス
ポ
ー

ツ
に
ま
す
ま
す
の
め
り
込
ん
だ
。
大

勢
の
専
大
関
係
者
が
駆
け
付
け
て
声

援
を
送
っ
た
、
３
年
前
の
箱
根
駅
伝

予
選
会
も
思
い
出
深
い
。

　
コ
ロ
ナ
前
と
コ
ロ
ナ
禍
、
両
方
の

育
友
会
活
動
を
知
る
。
日
常
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
る
今
年
度
は
そ
の
中
間

を
探
る
形
に
な
る
と
思
う
と
前
置
き

し
た
う
え
で
、「『
で
き
な
い
こ
と
』

で
は
な
く
『
で
き
る
こ
と
』
に
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
前

か
ら
の
伝
統
を
継
承
し
つ

つ
、
育
友
会
を
進
化
さ
せ

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

語
る
。
昨
年
度
の
支
部
懇

談
会
は
、
地
方
へ
の
教
職

員
の
派
遣
を
取
り
や
め
た

が
、
今
年
度
は
教
職
員
を

派
遣
し
て
対
面
形
式
で
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
、「
こ
の
機

会
に
支
部
役
員
の
勧
誘
に
も
力
を
注

ぎ
、
来
年
度
以
降
の
活
動
に
つ
な
げ

た
い
」
と
意
気
込
む
。

　
吉
村
さ
ん
が
目
指
す
の
は
「
誰
も

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
育
友
会
」。

そ
の
た
め
に
は
育
友
会
に
つ
い
て
知

り
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
事
だ
と
考
え
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、
会
報

『
育
友
』
を
通
じ
た
情
報
発
信
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
趣
味
は
、
旅
行
、
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
鑑
賞
な
ど
多

彩
。
最
近
は
御
朱
印
集
め
に
は
ま
っ

て
い
る
。
人
生
を
楽
し
む
こ
と
を
心

が
け
て
お
り
、
専
大
生
に
も
「
何
事

に
も
自
信
を
持
っ
て
ト
ラ
イ
し
、
大

学
生
活
を
楽
し
く
過
ご
し
て
ほ
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
。

　
東
京
都
足
立
区
在
住
。

戦
略
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

基
本
演
習
12
講目

黒
良
門

共
著

　
情
報
技
術
の
発
展
と
普
及

に
伴
い
、
今
日
さ
ま
ざ
ま
な

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ー
ル
や

分
析
手
法
が
開
発
さ
れ
て
い

る
。と
は
い
え
、い
か
に
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
技
術
が
進

化
し
よ
う
と
も
、
市
場
適
応

の
た
め
の
全
社
戦
略
を
考

え
、
責
任
を
持
っ
て
判
断
を

下
す
こ
と
が
人
間
の
仕
事
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
本
書
は
、
戦
略
的
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
本
質
を
理
解

し
、
こ
れ
を
実
務
上
の
意
思

決
定
に
生
か
す
た
め
の
指
針

と
な
る
演
習
本
で
あ
る
。
同

時
に
、
戦
略
的
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
研
究
に
お
け
る
学
術
成

果
も
随
所
に
盛
り
込
み
、
実

務
と
ア
カ
デ
ミ
ア
双
方
の
視

座
か
ら
立
体
的
に
戦
略
的
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
習
得
す
る

こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

講
義
・
ケ
ー
ス
・
演
習
と
い

う
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
実

例
や
ケ
ー
ス
を
踏
ま
え
つ

つ
、
自
分
の
頭
で
考
え
な
が

ら
基
本
概
念
の
理
解
と
定
着

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。（
学
文

社
・
税
込
み
２
８
６
０
円
）

著
者
（
め
ぐ
ろ
・
ら
も
ん
）

経
営
学
部
教
授
。
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
入
門
。

訃　
　

報

竹
本
達
廣
氏
（
た
け
も
と
・

た
つ
ひ
ろ
）
名
誉
教
授
・
元

商
学
部
教
授

　
４
月
17
日
、
72
歳
で
死

去
。
１
９
７
９
年
か
ら
２
０

２
０
年
ま
で
在
職
。
専
門
は

財
務
管
理
。

第
55
回
黒
門
祭

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

　
学
術
文
化
会
に
所
属
す
る

団
体
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

で
活
動
成
果
を
発
表
す
る
。

▽
日
時

７
月
２
日
（
土
）

就
職
だ
よ
り

　〈
４
年
次
生
へ
〉
面
接
選

考
に
関
す
る
相
談
が
、
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
課
に
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。特
に「
志

望
動
機
」
に
つ
い
て
苦
心
し

て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で

す
。
ま
ず
は
、
焦
ら
ず
肩
の

力
を
抜
い
て
、
自
分
自
身
を

俯
瞰
し
、
な
ぜ
そ
の
企
業
・

団
体
に
惹
か
れ
た
か
を
考
え

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
企
業

を
知
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

企
業
が
展
開
し
て
い
る
事
業

や
今
後
の
計
画
の
中
で
、
自

分
自
身
の
特
徴
（
特
長
）
を

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
み
た

い
か
、「
相
性
の
良
さ
と
意

欲
」
を
採
用
担
当
者
に
伝
え

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
６
月
下
旬
に
は
、

神
奈
川
県
中
小
企
業
家
同
友

会
加
盟
企
業
の
合
同
企
業
説

明
会
を
対
面
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。
詳
細
は
、
ｉ
ｎ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
や
就
職
支
援

シ
ス
テ
ム
（
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
）

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉
夏
の
イ

　
２
０
２
２
年
度
長
期
交
換

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
２

期
）
の
留
学
生
９
人
が
決
ま

っ
た

写
真
。
留
学
先
と
派

遣
期
間
、
氏
名
、
学
部
学
年

　
２
０
２
２
年
度
育
友
会
定

期
総
会
が
６
月
４
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

対
面
形
式
で
の
開
催
は
３
年

ぶ
り
と
な
り
、
育
友
会
員
、

専
修
大
学
役
員
・
教
職
員
ら

１
１
７
人
が
出
席
し
た
。

　
後
藤
康
夫
会
長
が
議
長
を

務
め
、
議
案
を
審
議
。
21
年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報

告
、
22
年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
、
新
役
員
人
事
が
承

認
さ
れ
、
新
会
長
に
吉
村
信

子
さ
ん
を
選
出
し
た
。
事
業

報
告
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う

学
生
支
援
と
し
て
、
１
５
０

０
万
円
を
助
成
し
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

　
今
年
度
の
育
友
会
主
催
行

事
に
つ
い
て
は
、
対
面
で
の

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
夏

の
支
部
懇
談
会
は
、
全
国
67

支
部
60
会
場
で
開
催
予
定
。

詳
細
は
会
報
『
育
友
』
１
７

０
（
夏
）
号
に
掲
載
す
る
。

育友会定期総会

対面形式で開催

　リスニングを上達させるのにディクテーションは有効な方法として知られ

ています。ディクテーションとは、音声を聞いて一語一語書き取るという勉

強法です。英語の音声とスクリプトを用意し、何度か聞いて英文を書き取り

ます。書き終えたら、スクリプトと突き合わせます。その際、間違えた部分

を確認し「なぜ聞き取れなかったのか」をきちんと分析する作業を行うこと

で、リスニングの力を大きく伸ばすことができます。

　外国語の音声が聞き取れないということには大きく三つの要因が絡んでい

ます。語彙の不足、音声の誤認識、そして文法理解の不足です。ディクテー

ションは、この三つの問題点を抽出し、その不足を補い学ぶ機会を与えてく

れる良い勉強法なのです。

　語彙の不足ですが、ディクテーションを行った際、聞き取りの結果とスク

リプトを突き合わせ、自分の聞き取れなかった部分が知らない単語やフレー

ズだった場合、聞き取れない原因は語彙の不足ということになります。次に

音声の誤認識ですが、聞き取れなかった部分が既に知っている言葉なのに、

音声のみでは聞き取れなかったりした場合、その原因は音声の誤認識という

ことがわかります。最後の文法理解の不足ですが、文が全体的に聞き取れな

かったり、あるいは文の一部が抜け落ちるように聞き取りができていなかっ

たりした場合、その原因は文法理解の不足ということになります。ディクテ

ーションは、聞き取れなかった原因を理解し、不足を補いながら、繰り返し

継続的に行うことで、リスニングを劇的に上達させることができるトレーニ

ング方法です。 （応用言語学〈第二言語習得・英語教育学〉）

リスニングの練習に最適の勉強法は？
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宮田 宗彦
国際コミュニケーション学部准教授

（外国語教育研究室長）

短縮版。全文はＣＡＬＬ教室ホームページで。

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
向
け
て

の
準
備
は
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
か
。
エ
ン
ト
リ
ー
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
積
極

的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

「
企
業
の
探
し
方
」「
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
」

な
ど
、
疑
問
や
不
安
は
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
課
で
解
消
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
就
職
支

援
シ
ス
テ
ム（
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
）

で
、
支
援
講
座
の
動
画
も
配

信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

【
英
語
圏
】

■
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ

ー
ン
校
（
米
国
、
５
月
〜
23

年
５
月
）
達
城
健

（
経
営
４
）
▽
井

上
慧
（
文
３
）

■
サ
ス
ク
ェ
ハ
ナ

大
学
（
米
国
、
６

月
〜
23
年
５
月
）

サ
ジ
ャ
ン
・
ア
ド

ゥ
ナ
ン
勇
輝
（
経

済
４
）
▽
塩
谷
遼

平
（
経
済
３
）
▽

神
永
遥
香（
文
３
）

■
オ
レ
ゴ
ン
大
学

（
米
国
、
６
月
〜

23
年
３
月
）
東
城

内
山

恵
太
さ
ん（
文
４
）

多
摩
区
制
50
周
年
記
念
式
典
に
参
加

学
生
目
線
で
地
域
活
動
の
意
義
語
る

今年度の新役員を紹介

誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
会
に

育
友
会

新
会
長

吉
よ

し

村
む

ら

信
の

ぶ

子こ

さ
ん

〜
３
日
（
日
）

※

詳

細

は

黒

門

祭

Ｈ

Ｐ

（https://kuromonsai.

jimdofree.com

）
で
。

美
優
（
文
４
）
▽
中
島
遥

（
文
３
）

【
英
語
以
外
の
外
国
語
圏
】

■
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
大

学
（
メ
キ
シ
コ
、
６
月
〜
23

年
５
月
）
増
野
央
可
（
経
済

４
）▽
曽
我
友
乃
（
経
済
４
）

22
年
度
長
期
交
換

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

活動の楽しさや意義を語る内山さん




